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WEB-
SITE 

�ٴ��はバイアス（ひろゆき）ٴ子どもの語彙力
の育て方（齋藤孝）ٴ栗原家のごはん（栗原心
平）ٴ耽美と憧憬の泉鏡花（泉鏡花）ٴ恐怖と哀
愁の内田百閒（内田百閒）ٴ猟奇と妖美の江戸川
乱歩（江戸川乱歩）ٴ幻想と怪奇の夏目漱石（夏
目漱石）ٴ午後の恐竜（星新一）ٴ横溝正史が選
ぶ日本の名探偵 戦前・戦後ミステリー篇（横溝
正史）ٴ魔女と過ごした七日間（東野圭吾） 

市立図書館粕川分館  Ⓖ���（���）���� 
〇開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前��時 ～ 午後 �時 ＜ 土日祝 ＞ 午前��時 ～ 午後 �時 

休 館 日  

６��（木）．５（月）システム点検   
 �８（木）．１５（木）．１９（月） 
～２２（木）蔵書整理 ．�２９（木） 
７��（木）．１�（木）．��２�（木） 
��２�（木） 

さくらもٴ伊藤若冲（春野まこと まんが）ٴ
もこのことばと人生（さくらプロダクション）
がっこうのおばけずかん おちこくさま（斉ٴ
藤洋）ٴほねほねザウルス��（カバヤ食品株式
会社）ٴいぬのにっちゃんはるとなつ（あきく
さあい）ٴげんきだしていこう！のおまじない
（西平あかね）ٴそらまめくんのいっしょにあ
そぼ（なかやみわ）ٴたべものあいうえおのえ
ほん（苅田澄子）ٴぶたのたね（佐々木マキ）
ぼくはいったいどこにいるんだ（ヨシタケシٴ
ンスケ） 

［おひさまクラブによる読み聞かせのお知らせ］ 

 〇�６月３日（土）午前��時��分～ 

 〇�７月１日（土）午前��時��分～ 

 

～粕川地域づくり協議会より～ 

あんずの実 
お持ち帰りください！ 

 粕川地域づくり協議会が管理して
いるあんず。６月下旬頃に完熟を迎
えそうです。 

 ６月２０日以降、ご自由にお持ち
帰りください。 

 なお、収穫場所は長栄橋から大光
寺橋までの間 粕川沿いの（西側）
です。 

～粕川地域づくり協議会より～ 

あんずの実 
お持ち帰りください！ 

 粕川地域づくり協議会が管理して
いるあんず。６月下旬頃に完熟を迎
えそうです。 

 ６月２０日以降、ご自由にお持ち
帰りください。 

 なお、収穫場所は長栄橋から大光
寺橋までの間 粕川沿いの（西側）
です。 

かすかわ元気講座 参加者募集！ 

⋾  期   日  時   間 内容 

１ �月��日（火） �����～����� 睡眠と健康の知恵袋 

２ �月��日（火） �����～����� 良い睡眠取れてますか 

３ �月�日（火） �����～����� 介護予防の体ほぐし 

４ ��月��日（火） �����～����� 聴こえの教室 

５ ��月��日（水） �����～����� 歌と踊りでﾁｪﾘｰﾏｰﾒｲﾄﾞ 

 対 象＝粕川地区在住、在勤等の方 各回とも先着��名ٴ
 参加費＝無料ٴ
 会 場＝粕川公民館 多目的ホールٴ
 。粕川公民館へお電話（���-����）でお申し込みくださいٴ

  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   
 人 口 １０，２５４人 

 男   ５，１３２人  
 女   ５，１２２人 

 世帯数  ４，３４６世帯 
 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 末 現 在 ） 

 内閣府が公募で決定した「無くそう思い込み、
守ろう個性 みんなでつくる、みんなの未来。」
というキャッチフレーズのもと、性別にかかわり
なくそれぞれの個性と能力を発揮できる「男女共
同参画社会」の実現をめざしています。 

 本市ではパネル展示を行います。是非ご覧くだ
さい。 
 日 時＝⋇６月２０日（火）～２９日（木） 
     ⋈７月 １日（土）～１３日（木） 
     ⋉７月１５日（土）～２７日（木） 
�� 各回ともپ      ��～����� 
 会 場＝⋇市役所１階ロビー ⋈永明公民館  
     ⋉上川淵公民館 
 問い合わせ＝共生社会推進課 
       人権・男女共同参画係 
       電話 ���-���-���� 

 �親子で一緒に自分だけのٳ� 

          マイ食器を作っちゃおうよ！ 
�日時 ６月��日（日）、�月ٴ日（日）、��日（土）   
   （�回連続講座） ����～�����  
��は（日）����پ ���f�����（人権学習��分含む） 
 会場＝粕川公民館 �階 多目的ホールٴ
 対象＝粕川地区在住・在学の小学生、中学生及びそのٴ
    保護者 پ中学生のみでも参加できます。 
 費用＝���円（材料費）ٴ
 定員＝��組（おおむね��名）先着順ٴ
 。お申込み＝電話（���-����）又はご来館くださいٴ

〇女性 

女性と男性は平等であるということは、日本
国憲法に定められています。さらに、男女共同
参画社会基本法には男女の人権の尊重を掲げ、
男女の個人としての尊厳の重視、性別による差
別的取り扱いの禁止、個人としての能力を発揮
する機会の確保等がうたわれています。 

しかし、職場等における男女差別や、セク
シャル・ハラスメント、配偶者やパートナーか
らの暴力、ストーカーといった女性に対する人
権侵害が依然として発生しており、大きな社会
問題となっています。これらの問題の解決のた
めには、女性と男性が対等なパートナーとして
認め合い尊重し合うことが大切です。 

人権リーフレット 

「 や さ し い 心 」 よ り 

〇６月��日から��日までは 
 「男女共同参画週間」です 

粕川地域づくり協議会より 

粕川河川�草刈り作業のお礼 

 粕川地区地域づくり協議会では、�月
��日（日）に粕川地区の各種��団体、
同代表者等総勢���名の皆様方によるご
協力をいただき「第�回粕川環境美化・
草刈り作業」を実施しました。早朝より
各持ち場での奉仕作業に心より感謝申し
上げます。 

「親子陶芸教室」参加者募集！ 



*DWKHU� ×� /HDUQ� × &RQQHFW 

「タウンミーティング」に参加しませんか 
 市長が市民と第七次前橋市総合計画や地域課題について直接語り合う
「タウンミーティング」を開催します。事前申込になりますので、お問
い合わせください。 

 対象＝本市に在住・在勤の方 
 日時＝６月２３日（金）午後７時 

 場所＝宮城公民館 
 申込など＝電話かメールで市民協働課まで 

 電話＝���-���-����（直通）N\RXGRX#FLW\�PDHEDVKL�JXQPD�MS 

隣保館 

ＮＥＷＳ 

 人権擁護委員による特設人権相談所を開設ٳ

 ６月２日（金）午後１時３０分～午後４時 

 こどもに関することや仕事、家庭、近隣間で
の悩み事など、毎日の暮らしの中で起こるさま
ざまな人権問題の相談ができます。相談無料
で、秘密は厳守します。事前申し込みは不要
で、当日、前橋市隣保館へ直接お越しくださ

い。 

 人権擁護委員とはپ 

  人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づい
て、人権相談を受けたり人権の考えを広めたり
する活動をしている民間の方々です。人権擁護
委員制度は、様々な分野の人たちが人権思想を
広め、地域の中で人権が侵害されないように配
慮して人権を擁護していくことが望ましいとい
う考えから設けられたもので、諸外国に例を見
ない制度として発足しました。人権擁護委員は
無報酬ですが、現在、本市では２３人の方が法
務大臣から委嘱され、積極的な人権擁護活動を

行っています。 

 

〇粕川保育所子育て支援センターの講座 

（会場は前橋市隣保館） 

⋇６月１３日（火）育児講座「手形アート」 

 第１部午前�時��分～��時��分（親子�組） 

 第２部午前��時��分～��時��分（親子�組） 

⋈６月１４日（水）育児講座「手形アート」 

 第１部午前�時��分～��時��分（親子�組） 

 第２部午前��時��分～��時��分（親子�組） 

（問合わせ・申込み先）粕川保育所 

 子育て支援センター 電話 ���－���� 

〇すみれ墨水会�作品展示 

 すみれ墨水会の新しい作品を飾っています。
隣保館、公民館等に来た時などに、是非、立ち

寄っていただきご覧ください。 

隣保館 
 
粕川町西田面192-1 
☎ 285-5534

FAX  285-5541 

（敬称略） 

 。学年は令和４年度時ですپ

やさしさは みんなの笑顔の 種になる 

 髙岸 新（月田小�年） 

世界中 平和な社会を のぞんでる 

相場 由美（粕川小４年） 

はぴまま 子育て教室 
 親子で楽しく運動あそび・子
育て講話。費用は無料です。 
日時＝６月１３日（火） 
  午前�����～����� 
場所＝粕川老人福祉センター 
定員＝５組 
申込み先＝粕川公民館 
電話＝���-���-���� 

粕
川
の

源
流
域
を
訪
ね
て
㉔ 

粕
川
の
水
害
史
３ 

 

私
達
は
日
常
、
洪
水
と
水
害

を
自
然
現
象
と
同
時
語
と
し
て

使
っ
て
い
る
が
、
洪
水
が
発
生

し
、
そ
れ
が
川
か
ら
氾
濫
し
た

と
し
て
も
、
そ
こ
に
人
間
の
営

み
が
な
い
限
り
水
害
と
言
わ
な

い
。 

 

水
害
は
人
と
の
関
わ
り
を
抜

き
に
し
て
は
語
れ
な
い
の
で
あ

る
。
小
出
博
氏
は
『
日
本
の
河

川
』
の
中
で
「
河
川
に
は
自
然

史
と
社
会
史
が
あ
る
。
洪
水
は

河
川
の
自
然
史
の
一
齣

ひ
と
こ
ま

で
あ

り
、
水
害
は
社
会
史
の
一
齣
で

あ
る
」
と
述
べ
、
洪
水
と
水
害

の
違
い
を
表
現
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
参
考
に
し
て
洪
水
と
水

害
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。 

   

前
回
は
江
戸
時
代
文
化
９
年

（
１
８
１
２
）
「
申
年
の
大
洪

水
」
が
如
何
に
大
き
な
災
害
で

有
っ
た
事
を
、
当
時
の
記
録
か

ら
知
る
事
が
出
来
た
。 

 

そ
の
後
に
つ
い
て
、
赤
城
神

社
年
年
代
記
に
よ
る
と 

「
文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）

戌
子
五
月
ヨ
リ
大
雨
降
り
続
キ

八
月
ニ
ハ
利
根
川
、
荒
川
、
粕

川
、
渡
良
瀬
等
百
年
来
ノ
大
洪

水 

 

万
延
二
年
（
１
８
６
１
）
辛

酉
七
月
ヨ
リ
大
豪
雨
ア
リ
川
々

大
洪
水
」
と
あ
り
、 

 

群
馬
県
気
象
災
害
史
に
も
同

年
代
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
文
政
１
１
年
（
１
８
２
８
）

５
月
よ
り
大
雨
が
降
り
続
き
８

月
に
は
、
１
０
０
年
来
の
大
洪

水
と
な
る
。
８
月
９
～
１
１
日

（
６
月
２
９
日
～
７
月
１
日
）

風
水
害
暴
風
県
下
大
水
害
の
模

様
で
あ
る
。 

 

万
延
２
年
（
１
８
６
１
）
７

月
上
旬
よ
り
、
大
豪
雨
あ
り
河

川
大
洪
水
、 

 

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
６

月
２
８
～
３
０
日
県
内
各
地
に

風
水
害
あ
り
」
と
あ
る
。
江
戸

後
期
に
な
っ
て
も
相
次
ぐ
豪
雨

に
よ
り
、
粕
川
も
幾
度
か
氾
濫

し
て
沿
線
の
流
域
に
水
害
が
発

生
し
た
模
様
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
災
害
に
付
い
て
は

粕
川
村
誌
に
は
記
録
が
な
い
。

（
昭
和
２
２
年
（
１
９
４
７
）

の
カ
ス
リ
ン
台
風
の
時
、
粕
川

が
氾
濫
し
、
役
場
も
被
災
し
て

古
い
書
類
を
流
失
と
の
こ
と
） 

  
明
治
・
大
正
。
昭
和
に
入
っ

て
も
自
然
災
害
に
よ
る
、
風
水

害
が
人
々
の
生
活
を
苦
し
め

た
。
江
戸
時
代
と
異
な
り
、
気

象
観
測
所
が
設
置
さ
れ
て
科
学

的
な
観
測
が
行
わ
れ
て
、
気
象

情
報
は
刻
々
と
伝
え
ら
れ
る

が
、
自
然
の
猛
威
の
対
策
に
も

限
界
が
あ
り
、
多
く
の
災
害
が

発
生
し
た
。 

 

明
治
時
代
の
お
も
な
水
害
に

つ
い
て
粕
川
村
誌
に
は 

 

明
治
７
年
７
月
１
１
日
、 

 

〃 

２
３
年
８
月
２
２
日
、 

 

〃 

２
９
年
９
月
８
日
、 

 

〃 

３
０
年
９
月
９
日
、 

 

〃 

３
９
年
７
月
１
６
日
、 

 

〃 

４
０
年
８
月
１
５
日
、 

 

〃 

４
３
年
８
月
１
４
日
、 

７
回
の
洪
水
災
害
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。 

 

明
治
３
８
年
・
３
９
年
と
水

害
が
続
き
、
天
候
不
順
な
た

め
、
冷
害
と
な
り
、
秋
に
は
五

穀
が
実
ら
ず
収
穫
皆
無
が
続
い

た
た
め
に
、
民
百
姓
の
生
活
は

困
窮
の
極
み
に
達
し
飢
餓
が
発

生
し
た
。
そ
の
救
済
策
と
し
て

軍
用
品
を
払
い
下
げ
た
が
間
に

合
わ
ず
、
国
は
救
済
事
業
と
し

て
道
路
を
改
修
さ
せ
て
補
助
金

を
出
し
た
の
で
、
本
村
は
各
大

字
に
配
当
し
て
里
道
を
改
修

し
、
あ
る
程
度
救
済
す
る
事
が

で
き
た
。
と
当
時
の
模
様
が

「
粕
川
村
誌
」
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。 

 

大
正
時
代
に
な
っ
て
も
、
元

年
、
８
年
、
１
４
年
と
台
風
に

よ
る
風
水
害
が
頻
繁
に
あ
り
、

村
内
各
地
に
被
害
を
被
っ
た
。 

群
馬
県
気
象
災
害
史
に
も
当
時

の
模
様
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

「
大
正
８
年
（
１
９
１
９
） 

 
 
 

９
月
１
３
日
～
１
６
日 

 
 
 
 
 

水
害
台
風
全
域 

 

大
正
１
４
年
（
１
９
２
５
） 

 

 
 
 

８
月
１
４
日
～
１
７
日 

 
 
 
 
 

水
害
台
風
全
域 

 

 
 
 

８
月
２
５
日
～
２
６
日 

 
 
 
 
 

水
害
台
風
全
域
」 

 

こ
の
時
は
県
下
全
域
に
渡
っ

て
台
風
に
よ
る
水
害
が
発
生
し

た
。
粕
川
の
流
域
沿
線
も
氾
濫

し
て
、
田
畑
に
土
砂
が
入
り
込

み
苦
労
し
た
と
古
老
は
語
っ
て

い
る
。 

 

（
次
号
に
続
く
） 

前
橋
市
文
化
財
保
護
指
導
員 

宮
﨑
高
志
・
記 

洪
水
と
水
害 

江
戸
の
時
代
の
水
災
害 

明
治
・
大
正
時
代
の
水
害 


